
農業簿記研究施設32年間の回顧と展望  

阿 部 亮 耳  

1 は し が き  

農業簿記研究施設は昭和33年4月1日に官制上，農学部の附属研究施設として発足した。発  

足以前の事痛，ならびに昭和42年度までの経過については，桑原正信初代施設長により『農業  

計算学研究』第1号，（昭和42年3月30日発行）（1967・2）“創刊にあたっで’「農業簿記研究  

施設の回顧と今後の課題」が執筆されている。その項目としては，1．農林経済調査室時代，  

2．農業簿記研究施設時代，3．農業簿記研究施設の今後の課題となっている。   

さて，筆者は昭和33年11月1日に京都大学助手（農学部勤務）に採用され，農業計算学講座  

に所属し，事実上現在の農業簿記研究施設の旧館2階に研究室を与えられた。爾来，長期海外  

出張（昭和43年4月－44年6月）期間と，他大学転出期間（昭和55年4月～57年1月）の計3  

年間を除いて，本研究施設に事実上連続勤務していたこととなる。   

平成2年3月末日をもって筆者が定年退官となるので，32年間の回顧を改めて行ない，でき  

れば，今後の本施設の展望を行ないたい。  

2 機構と職員  

まず第1に，1958年～1989年度間（昭和33年”平成元年）の32年にわたる本施設の職員等の  

構成を年表として表示すると図1および表1のとおりである。当初より昭和42年度まで，農林  

経済学教室の農業計算学講座担当の桑原正信教授が10年間連続して施設長を歴任した。当初よ  

り4年間，農業簿記部門は不完全部門（教授1，助教授1，助手零）で専任教官は型式上不在  

であり，昭和37年度始に至って，教授の籍を降格して2人の助教授を農林経済学教室より配置  

換えした。実際上は農林経済学教室所属の教官，事務官等が現研究施設の場所で研究教育に従  

事していた。   

昭和40年度始より，本施設の第2部門として，「農家経済分析部門」を完全部門（教授1，助  

教授1，助手1）として開設が認められた。桑原教授の『農業計算学研究』第1号の記述によ  

ると，「農業簿記の原理及び様式の研究」を農業簿記部門で行ない「農家経済分析部門」は，そ  

の記帳結果を分析し，経営設計を計る」ことを趣旨とするものとして要望し，開設が蘇可され  

たものとしている。   

後述の資料のごとく，－（1）「自計式農家経済簿」，（2）「簡易農家経済簿」，（3）「自計式協業経営  
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簿」について，特に（2）について多地域にわたり，また英文を含めての出版物が昭和40年以前に  

多いのは，部門増設に対する努力の表示であったと受けとめられよう。いずれにしても，この  

10年間は，桑原施設長の下に機構的に農林経済学教室の農業計算学・農業経営学両講座と密着  

していたことはいうまでもない。昭和42年度未同教授が定年退官されるまでが，明らかに1つ  

の区切りであった。   

この間，貝原基介教授は農業簿記部門担当として昭和40年6月16日発令者任した。その年の  

12月の教授会で，はじめて農業簿記研究施設の教授を農学部の教授会に出席することを認め，  

また農学研究科会議ではそれより1年程後れて，昭和42年2月からその議に加わることとなっ  
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た。その他の人事構成については，前述の『農業計算学研究』の第1号に明示されている。   

さて，昭和43年度から農業経営学講座担当の神崎博愛教授が3年間施設長に就任したが，こ  

ほうはい の年度から世界的にもまた日本国中にも学園騒動が湛祈として起り，京都大学もその渦中に巻  
き込まれた。この影響下にあって，農業簿記研究施設は，同じ農学部附属の農薬研究施設と協  

議を重ねて，新たな機構改革を行なった。昭和44年度以降，農林経済学教室とは研究・教育の  

面で密接に交流を保ちながらも，農業簿記研究施設は農学部の附属施設として，人事・予算等  

すべて独立することとなった。施設長（文部大臣発令）は1期を2年とし重任を妨げないが，  

4年を超えることは認められなくなった。簿研協議員は簿研教官全員（5名）以外に，それ以  

下の員数を施設長が委嘱することとなり，関連講座として農業計算学，農業経営学講座担当の  

2教授と農学部評議員（教授）2名をもって構成することが，その後慣例となった。   

この画期的な改革後，両部門は実験講座として，昭和46年度より貝原基介教授は2年間在職  

した。農兼計算学，農業経営学の教授，助教授，講師，助手ほすべて併任教官として，後述の  

『農業計算学研究』への寄稿や，公開講座の講義参加等を中心に兼務し，他方，簿研教官は農  

林経済学教室の依頼により，農学部学生の講義を担当することとなった。また，大学院農学科  

農林経済学専攻については，双方の教官によって専攻会議を新しく発足し，昭和50年度迄は南  

関係講座を通じて大学院学生の指導が委託された。昭和51年度以降は，簿研にも正式に大学院  

学生について予算定員が認可され，1部門について修士課程2名，博士課程1名となった。従  

って，農林経済学専攻としては，予算定員枠に修士課程の専攻人員が12名から16名，博士課程  

については6名から8名に拡大したこととなる。   

農林経済学教室農業経営学講座担任神崎教授の定年退官の後任として，貝原基介教授（農業  

簿記部門担当）が，昭和47年10月1日付で農業簿記研究施設より配置換えとなり転出した。そ  

こで，農家経済分析部門担当菊地泰次教授が農業簿記部門担当に転じ，農業経営学講座の頼平  

助教授が，昭和47年12月1日付で農家経済分析部門担当教授に就任した。昭和49年1月16日付  

で菊地教授は農学部長に就任したため，頼教授は昭和48年1月16日付で施設長に就任した。さ  

らに，昭和56年4月1日付で菊地教授は農林経済学教室農業経営学講座に転出した。引続いて  

約2年半後，頼教授も昭和58年8月15日付で農林経済学教室農政学講座担当に転出し，これで，  

昭和47年，56年，58年と3教授が相次いで農業簿記研究施設より農林経済学教室へ転出したこ  

ととなる。この約15年間が機構上，第2期と考えられよう。   

第3期として，昭和58年末から農業簿記研究施設と農林経済学教室の合併問題が，全国的な  

見地より研究施設の見直しという背景の下に，国際農林経済学講座と農林資源経済学講座とを  

農林経済学教室に新設してはどうかという論議が農林経済学教室側より提起された。2年間種  

々真剣に検討が行なわれたが，結局この提案は解消した。けだし，農林経済学教室のうち農業  

経営学講座と農業計算学講座とを分離し，農業簿記研究施設の2部門と合併して農業経営学教  

室を新設するという方が，農業簿記研究施設として，またその発足の趣旨からして自然であっ  

たであろう。  
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そもそも本施設の「簿記」という用語は，ドイツにおけるBuchhaltung（od．Buchfuhrung）  

に由来し，現在戦後の人々が意識しているアメリカ系の技術的な色彩の濃い通念とは異なり，  

会計をも含めた幅広い概念であった。しかしながら，昭和60年度以降のワードプロセッサーや  

パーソナルコンピュータの普及等，すでに情報化，国際化の時代にわが国が入っており，その  

中での農業簿記研究施設はいかにあるべきかを考えなければならない。「簿記をつけない経営  

は針のない時計である」という様な時代感覚では，今後の情報処理の急速な発展，国際社会に  

おける日本の農業の変改には対応し難い。  

3 建物と設備  

本施設の旧館木造2階建は，もと日本経済史研究所（昭和8年5月建，詳しくは三橋時雄稿  

「農経教室と日本経済史研究所」『洛友会報』第33号，昭和58年10刊参照）であり，すでに50  

年以上を経過している。その後昭和41年度において農家経済部門増設と共に新館3階建の増築  

（325㌦）が認められた。ただし，附属の管理者用住宅はその機会に撤去されている。   

次に，上記新館3階に，昭和42年当時としてはわが国情報処理化の第2世代当たりであるが，  

NEC－1240が導入せられ，「自計式農家経済簿」の記帳協力農家の集計・分析のため購入設置  

された。この当時としては高額の機器で，この導入についても桑原施設長は新しい農業簿記研  

究施設のために尽力された。その後この機器に付随する機器を次々と追加購入し続けられ，そ  

の都度機器の能率は拡充した。   

昭和56年度に至って，NEC－1240の陳腐化に伴い，新しく，NEC一システム100／45（オフ  

ィスコンピュータ）と，NEC－N5200／05（パーソナルコンピュータ）を大型計算機センター  

の端末機として利用し得るものとして購入した。（それ以外に昭和61年度にPC－9800VX2を  

購入）京都大学吉田地区の電話のデジタル化も漸く昭和63年9月から行なわれFAXも設置さ  

れた。   

農業簿記研究施設として，最大の無形の設備は，開発以来の記帳協力農家であり，これらの  

数十年にわたる記録資料は，データベースの活用方法を考慮すると，貴重な個別経営の資料で  

ある。当初農林経済学教室創設に当たり，大学として農場を所有し，農業経営を自ら行なう方  

法をとることも考えられたが，実態の農業者を広く調査して，研究教育に資する方向が採用さ  

れた。上記のごとく，情報処理の手段として諸種の機器が導入されてきているが，研究対象た  

る個々の農家や農業経営等との研究機関との協力依存関係は充分な配慮が必要である。  

4 研究・教育・普及  

第1期の創立発展期は，わが国の農業基本法（昭和36．6．12施行）が出来た時代であり，昭和  

35年2月1日現在では総農家数約600万戸，専業，第一種兼業，第2種兼業約1／3ずつ約200万  

－164－   
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戸存在していた。それで「簡易農家経済簿」および「自計式農家経済簿」の普及に全盛の時代  

でもあった。それは，両帳簿の「記帳結果分析報告書」の地域および記帳協力農家数の多いこ  

と，また京都大学農学部（後に文部省公開講座となる）をはじめ全国各地でくまなく開催され  

た農業簿記講習会の地域，回数，受講者数をみても，ただちにその様子がうかがえる。（表2，  

表3および表6）   

この「記帳分析結果報告書」については簡易式は全部，自計式の自昭和35年産室44年度につ  

いては，コーネル大学の直接比較方式によっており，昭和35年度に来日したC・A・ブラットン  

教授（普及教育専門）の影響が大きい。この時期には，桑原教授の統轄の下に菊地助教授（当  

時）を始め教職員・大学院学生・学部学生（当時農業計算学演習は必須科目）は混然一体とな  

り，教育・研究（記帳・分析）・普及について成果を挙げた。  

「自計式協業経営簿」については，昭和35年当時，日本全国各地に協業経営設立の動きが盛  

んとなり，大槻正男名誉教授（農林省委託）の指導の元に，桑原正信・菊地泰次・阿部亮耳  

（関西側），佐藤寿一，桧田藤四郎，藤井信雄（関東側）が参加して「単記式複計算の帳簿」の  

試案を作成の上，実際の協業体の記帳の結果を参考として本案を昭和37年度に発刊（農家簿記  

協会）した。一方，これらの実際の記帳協力協業体を当初関西9体，関東9体ずつ設定し，そ  

の関西のみの結果を「自計式協業経営簿分析報告書」として下記のとおり作成した。  

自計式協業経営簿記帳結果分析報告書   

年次  協力協業体数  発行年月  担当者  
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しかしながら，協業経営等にみられるごとく，農業は選択的拡大と兼業化への方向をとり始  

め，農業簿記にも複式簿記が進出し，次第に定着を始めた。   

第2期は，桑原教授退官の後を受け，また学制内部改革が起り，貝原，菊地両教授の指導体  

制下に変改した。桑原教授退官に当たり，今までの農家，農業経営，協業経営等の記帳結果分  

析報告書だけでなく，昭和42年3月を創刊号として，『農業計算学研究』（年刊）が研究論文を  

集成して発行され今日に至っている。本誌は農業簿記研究施設の専任併任教官の研究成果を発  

表したものである。（第5表参照）。本誌の名称は，桑原教授が施設長兼農業計算学講座担当で  

あったことと，貝原教授が特に主張した結果である。通巻第21号を数え，論文等の本数は約160  

本になり，退官記念号（施設長経験者）については執筆者は農業簿記研究施設に研究教育上関  

係の深い人々に拡大されている。  
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阿部亮耳：農業簿記研究施設32年間の回顧と展望   

貝原教授は約7年間農業簿記部門担当として，オフィスコンピュータとしての電子計算機に  

よる農家簿記の集中処理により，分析報告書の製作に尽力し，また一方，新しく複式簿記記帳  

協力農家の設定に着手し，農業者に対する複式簿記導入に熱意を示した。   

菊地教授は，既述の通り助教授在職期間を通じて第1期の直接比較法による農家経済分析に  

努力し，『農家の経営診断入門』を著わしたが，教授在職中は「自計式農家経済簿」の伝統を墨  

守し，大槻正男教授の著書『農家簿記精説』にも名前を連ね，農林経済学科の学制には選択科  

目とはなったが，農家を訪問して農業者の実態にふれる機会を「農家経済調査論」として担当  

講義した。   

頼教授は，併任助教授当時『農家経済経営論』（昭和46年）を著わしたが，農家経済分析部門  

担当としては，昭和47年未以来，個別農家，地域農業について，広く農業経営の管理・計画・  

評価等に計量経済学的手法を駆使して，『農業計営計画論』（昭和57年）を編し，その手法によ  

って多くの研究者の指導養成に努めた。   

第3期は，貝原，菊地，頼3教授相次いで農林経済学教室へ転出し，制度改変等の問題も一  

応休娘し，阿部・亀谷両教授の指導体制下に入った。   

阿部教授は大槻正男教授の単記式複計算簿記にこだわることなく，戦後のアメリカ会計学の  

手法をとり入れ，助教授在職中より農業共同経営簿記を手掛け，『農業経営複式簿記』（昭和47  

年），『農業財務会計論』（昭和49年），『農業会計の展開』（昭和57年）等を複式簿記を中心に  

広く理論実証を展開した。昭和57年農業簿記部門担当後，『新しい家計簿』によって農業経営  

と家計との分離を明らかにし，さらに情報処理の急速の進歩に相応して，分散処理すなわち  

『パソコン農業経営簿記』の基本ソフトを監修開発した。   

亀谷教授は，『農業投資の経済理論』（昭和50年）を著し，農家，農協までを含めて投資，財  

務管理，金融の方向を示した。昭和58年農家経済分析担当後は，またアメリカ，タイ国と日本  

の米生産費については考察を深めて，『アメリカ米産業の素顔』（昭和63年）を編した。   

「農家経済分析報告書」は大槻正男教授創案の“京大式農家経済所得簿記’’を協力記帳する  

近畿一円の農家の中から，一年間の記帳決算を終って後，農業簿記研究施設の教職員が別に上  

記報告書のために，農家経済分析，農業経営分析，特定の生産部門分析を行ない，一応の水準  

に達した結果をとりまとめたものである。表2は，昭和24年以来の協力農家数と，取まとめ者  

およびその助力者の教職員を羅列したものである。昭和24年から34年度までは，個人農家の羅  

列（個票）方式であった。第3（3）表に示すごとく，昭和31，32，33年度の3年間については，  

英文のものも出版し，諸外国の研究機関にも送付された。   

昭和35年度より昭和44年度までは，先述のコーネル方式による直接比較法方式が採用され，  

分析報告書を記帳協力農家に返還し，また直接農家に説明するために，農業簿記研究施設主催  

の記帳者懇談会が例年開催され，有志農家からの体験発表や意見交換も行われた。昭和45年度  

以降は，10年間継続した直接比較法の方式を廃して，昭和34年度以前の個別表示方式に復帰し  

た。直接比較をなす原票自体の協力者が散在しており，実質的な意味をもたなくなったからで  
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ある。また，これを担当する関係教職員の数も減少し，学園紛争によって，農林経済学科の学  

部学生にとって農業計算学演習の単位取得も必須ではなくなったため，協力農家への対応も大  

いに変革した。日本農業全体の兼業化脱農都市化の影響もあって，その後次第に記帳協力農家  

数も減少遠隔化し，現在に至っている。  

「簡易農家経済簿記記帳結果分析報告書」に？いては，すべて特定地域についてまた単一主  

要作目のあるものに限定され，協力記帳農家数も15戸－25戸ぐらいのグループを単位とし，期  

間も長くて4年，短いのは1年であり，時期も昭和35年度から昭和41年度までに限定され，直  

接比較法による各地域ごとのその形態ごとの分析報告書が当該地域において記帳協力農家に還  

元，農業簿記研究施設の教職員による報告懇談会が開催された。表3（1）（2）に示す通り，酪  

農，玉葱，養鶏，稲作，肥育牛，蜜柑等の作目に及び，地域も京都，大阪，兵庫，滋賀，和歌  

山の近畿一円に及んだ。また，前述の「自計式農家経済簿」について（昭和35～42年度）と並  

んで，表3（3）に示すように，主要な地域，年度については，英文報告書が作成され，世界各  

研究機関へ送付され，交流を盛大ならしめた。   

「自計式協業簿記帳結果分析報告書」は前掲表のごとく，同帳簿作成当時以来，記帳協力体  

を近畿一円に依頼して，個々の決算結果を財務諸表分析によって作成したものである。記帳協  

力協業体のうち1件については，特に43～52年の10年間について継続したものを作成した。   

以上の記帳協力農家とは別に，農業経営複式簿記記帳協力農家も，養鶏を中心に敷戸を確保  

している。   

これらの記帳協力農家設定については，府県庁の農業改良普及課等を通じて紹介を受け，当  

該地域農業改良普及所や農業協同組合と提携して，農業簿記研究施設数職員が当該地域に出張  

し，当初は数回の手ほどきを施し，期間計算を先にと角記帳を開始した後，財産計算に入り，  

1年間の計算をとりまとめるためには，次年度から本格的に記帳決算まで一応農業者が行ない  

とりまとめたものである。これらは，特に桂利夫，藤林明和，持田紀治，宮崎茂等の本施設数  

職員の永年にわたって根気よく地道に集計決算を指導修正した結果である。就中，前者2名の  

努力に負うところが大きい。1年間の記帳の過程では，農林経済学科の学生が年に数回，農業  

計算学演習，後には農家経済調査論単位修得の一部として訪問し，その記帳結果を通じて，農  

家の実体をそれなりに勉学した。もちろん，第2期の学制改革以降は選択科目となり，途中放  

棄する学生もあるが，最終的には本施設教職員が決算結果をしめくくって，オフィスコンピュ  

ータ導入後はその集中利用も行なわれて，報告書作成後記帳協力農家に還元してきた。パーソ  

ナルコンピュータの分散処理，FAX，複写機等々の個人農家への普及に伴ない，これらの問  

題についても新しい対応が始っている。   

なお，本施設における研修員として，特に昭和38年当時から昭和52年頃までの間は，主とし  

て農業改良普及員や農業高等学校教員の1年間にわたる研修教育の受託は，表5に示すごとく，  

120名以上20府県に及び，研修修了後は当該勤務先の地域で永年本施設と関係をもちつつ，改  

良普及教育事業に貢献したことも見逃すことができない成果である。当初は短大・講習所等卒  

ー172－   



阿部亮耳：農業簿記研究施設32年間の回顧と展望  

【、 ▼－■  宗∃  【ヽ－ ▼－■  ロ  ロ  国 ▼・・・・・・・1  ロ  宗i  m  ロ  の  M  t－⇒  I－」  I－づ  I－⇒  I－」  ▼－■  ▼・・・・・・・イ  ▼－■  

芸畔  

滴   

晋  ■寸    ▼－■  ∈ヽコ  ⊂ヽコ  ⊂ヽユ    ぐつ  r・・・・1  

叫・′  

・寸  I－■  I－■  ▼－－1  ▼■－1  ▼－■・1  

う堰  

lヒ  

！酷  田  q⊃  く⊃ I－」  く：〉 I－イ  くゎ  ぐ／つ I－」  00  田  く：〉○  l＿rつ  ロ  l＿n  l＿′つ  巳  田  ▼－■  I－■    I－■  ▼・・・・・・・イ  

1室  

（
朝
撞
匡
）
鱒
攣
諒
的
膳
 
 



農業計算学研究 第22号  

朝
紅
輯
卸
弛
・
温
殴
鰊
醜
（
朴
眠
）
朴
粟
遠
藤
‥
∵
甲
悩
 
 
 



阿部亮耳：農業簿記研究施設32年間の回顧と展望  

表7  簿記講習会開催回数 （1）は共通  

帳 簿   種   類  

隼 度              廟易簿   自計式  協業鹿  複式簿記   その他  （計）  

1958  昭和33  18   4  2   24  

59   34  3  2   16  

1960   35  18   2  2   22  

36  12   3   4 19  

62   37  6  4  3   13  

63 38  6   6  3   16  

64   39  9   3  14  

1965 40  5   15  21  

66   41  3  9   4 17  

67   42  2  3  2   18  

68   43  2   10  13  

69   44  9  2   12  

1970   45  6  3   

71   46  3   3   2   9  

72   47  1 3  1   7  

73   48  1  5   7  

74   49  2  4   7  

1975   50  2  3   6  

76   51  2   4  

77   52  4   3   8  

78   53  2  3   2   7  

79   54  3   5  

1980   55  2  2   6  

81   56  2  3   6  

82   57  3   5  

83   58  3   5  

84   59  2  

1985   60  2  

由   61  

87   62  2  

88   63  2  

89   64 平成青  

1990   2  

業の人々を対象としたが，近年は大学卒の再教育を目指し，また期間も効率化を目指して半年  

に短縮されてきている。   

普及教育に関連して，京都大学における本施設主催の農林水産省および農家簿記協会協賛後  

援の農業簿記・経営講習会について，表6を参照されたい。   

昭和33年度から昭和42年度までの間ほ，自計式農家経済簿を中心として，農業経営概論や簡  

易農家経済簿を，昭和37年度以降は自計式協業経営簿をまた昭和41年以降は農業複式簿記概説  
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を組入れて，全コース1体として8月1日から7日まで1週間行なった。受講参加者は全国各  

地から百数十名以上，多い時は200名近い人々が集簡しノた。殆んどの受講者は大学の近くに合  

宿して，昼間は講義，夜は助手，大学院学生が宿舎を訪問して演習に取組み大いに成果を挙げ  

た。   

昭和43年度以降は，クラス別に受講者の希望を募り，43，44年度はABCの3クラスとし，  

45，46，47の3年間は6クラス，48，49の2年間は5クラス，50年度以降は4クラス編成とし  

た。「自計式農家経済簿」，「農業経営複式簿記」から，「農業投資論」，「経営分析論」，「経営  

計画論」等の技法を中心に開講され，さらに「地域計画論」等も講ぜられてきている。昭和49  

年以降は最初の3クラスは本施設教官が，第4クラスは併任教官が担当してきた。また，諸般  

の事情を考慮の上，昭和59年以来，開講時期は京都の盛夏を避けて，7月中旬の大学夏休直後  

に変更した。   

なお，ついでに全国各地域で開催された農業簿記等の個別講習会について，本施設から講師  

を派遣して普及啓蒙に努めた。その年次，回数，帳簿の種類別等の表示は紙数の関係で割愛す  

るが昭和45年位までは1月1回以上の割合で開催されており，特に夏季といわず冬季といわず，  

全国各地で開催されてきた。しかしこの普及教育も，昭和59年以降は，農業の衰退，行政改革  

等の影響や，一方コンピュータの普及等が漸次始まり，地方での開催回数は激減した。紙と鉛  

筆は漸次ワードプロセッサーやパーソナルコンピュータ等への指向も見逃せない。昭和62年に  

大阪市内の設備の整った会場で，農業経営複式簿記の講習会を開催し，また63年夏の公開講座  

でも同様に2日間パソコン実習に充当したところ，設備の制限もあって希望者が殺到したこと  

をもってしても，今後の傾向が察知されよう。  

5 展  望  

以上第1期から第3期までに時代区分を行なって，本施設の32年間の回顧を行なってきた。  

20世紀もあと10年を残す1990年代に入る。   

第1の要因は、わが国における土地政策および産業政策の中における産業としての農業のあ  

り方であり，個人農業者の戸数や経営形態のあり方（共同体や会社等も含む）に依存する。ま  

たこの経営者の後継者問題も含まれる。   

第2の要因は，急速な情報処理化が第5世代にまでわが国ではきていることであり，当然に  

遅まきながら農業や家庭へも浸透しつつあり，あるところ迄はそれなりに普及してきた事であ  

る。   

この2つの条件を考えると，本施設の発展方向としては，農業経営情報センターかあるいは  

技術的なものや歴史的な記録（データベース）蓄積も考えて，農業情報センターのような形態  

をとることになろう。この場合に，国際情況の中での日本の地位を考えると当然に，自然環境  

としての公共財という生態系の社会的損益，等の比較も包括されねばならない。  
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